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今 年 は じ め て の メ ー ル マ ガ ジ ン を お 届 け し ま す 。 寒 さ も そ ろ そ ろ ピ ー ク を 迎

え ま す が 、 暖 か い 春 が 待 ち 遠 し い 今 日 こ の 頃 。 今 年 も 充 実 し た 記 事 が 届 け ら

れるようスタ ッフ一 同がんばりま す。  

現在会員登録数 4,369 人さま。次号は 2 月 20 日発行の予定 で す／  

╋━━━━━ ━━━ ━  ◇◆◇  目次  ◇◆◇  ━━ ━━━ ━━━━━━ ╋  

【１】お知ら せ  

【２】コラム  

 《１》この本読ん だ ？  

 《２》イーハトヴ 周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

 《３》子どもの本 の 珠玉のことば  

 《４》行って来ま し た！  

 《５》宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  

【３】全国の イベン ト紹介  

【４】プレゼ ント  

╋━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ╋  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【１】お知ら せ  
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●人形劇を大 阪府立 中央図書館で 上演し ます。  

大 阪 国 際 児 童 文 学 振 興 財 団 所 属 の ボ ラ ン テ ィ ア 人 形 劇 サ ー ク ル 「 ぱ れ っ と 」

が、人形劇「 エパミ ナンダス」を 上演し ます。  

日  時：２月 24 日（月・祝）  14： 00 から  ※  無料、申し込 み 不要  

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  

主  催：大阪府立中 央 図書館  こども資料 室  

 

●「日産  童話と絵 本 のグランプリ 」 表彰 式・特別講演 会  

「第 41 回  日産  童話 と絵本のグラ ンプリ 」表彰式で 、本グ ラン プリ審査員 の

吉橋通夫さん による 特別講演を開 催しま す。  

特別講演「物 語を書 くコツ」  

日  時：３月８日（ 土 ）  13： 20～ 15： 30 ◇表彰式  ◇特別講 演 会（約 50 分） 

会  場：大阪府立中 央 図書館  ライティホ ー ル  

講  師：吉橋通夫（ 児 童文学作家）  

定  員： 70 人（申込先 着順）  対  象：中学 生以上  参加 費：無  料  

主  催：大阪国際児 童 文学振興財団  

協  賛：日産自動車 株 式会社  

お申込み、詳 細は  ↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/02_nissan/index.html#41lecture  

 

●  ≪寄付プレゼン ト キャンペ ーン 実施中 です≫  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力 くだ さいますよう お願い します。  

２ 月 末 ま で の キ ャ ン ペ ー ン 期 間 中 、 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に 下 記 の

中からおひと つプレ ゼントいたし ます。  

◇プレゼント 内容：  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#41lecture


〈１〉富安陽 子さん のサイン本  １冊（限 定２５冊・抽 選）  

〈２〉イイク ロちゃ んグッズ  全種類セ ッ ト  

〈３〉当財団 発行の お好きな報告 集  １冊  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram https://www.instagram.com/iiclo_official/   随時更新  

 

●  Ｘ（旧 Twitter） https://twitter.com/IICLO_News  毎日更 新  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『ワルイコい ねが』  安東みきえ /著  講 談社  2024 年 11 月  対象年齢：小

学校高学年以 上  

 

＊今回のゲス トは 当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です。  

 

あらすじ：山梨に 住む 小学６年生の 美海（み み）は、幼いころ秋 田 のおばあち

ゃ ん の 家 で な ま は げ に 出 会 っ て か ら 「 ワ ル イ コ 」 に は な り た く な い と 毎 日

を過ごし 、友だちと も 波風を立てな いよう に気をつけて きた。そ んなとき、

隣 の ク ラ ス に 秋 田 か ら ア キ ト と い う 少 女 が 転 校 し て き て 、 同 じ 書 道 教 室 に

通うようにな る。幼馴 染の小太郎は、ア キト が「やばいやつ」と 美 海に忠告

す る 。 美 海 は 言 い た い こ と を 率 直 に 言 う ア キ ト に 好 感 を 持 つ が 、 ア キ ト が

お 年 寄 り に 冷 た い 態 度 を 示 し た り 、 知 ら な い 人 の お 葬 式 に 行 こ う と し た り

するのを見て 不思議 に思う。  

 

Ｔ ： 小 学 校 ６ 年 生 の 主 人 公 が 自 分 ら し い 自 分 を 手 に 入 れ る と い う よ う な 物 語

は こ れ ま で に も 繰 り 返 し 書 か れ 、 読 者 に と っ て も 身 近 な テ ー マ だ と 思 い ま

すが、この作 品には それに加えて 独特の 魅力がありま す。  

  その一つ は、転校 生アキトの人 物像で す。記憶力が 抜群によ くて、お世辞

や 嘘 を 言 っ た り 空 気 を 読 ん だ り す る こ と が わ か ら な い ア キ ト は 、 美 海 を 驚

か せ ま す 。 昔 の 遊 び を 学 ぶ 行 事 で 竹 と ん ぼ を 作 っ て い る お じ い さ ん の 嘘 も

暴 き ま す 。 お じ い さ ん は 「 わ し ら み た い に ほ ん と う の 戦 争 に 一 度 で も 行 っ

てみたらわか るんだ」と言ったとき、年 齢的 に「戦争に行った」の は嘘だと

面と向かって 言うの です。この場面は 胸が すくような気 持ちに なりました 。 

Ｙ：ア キトで言え ば、私は、彼女が知ら ない 人のお葬式に 行った り、お年寄り

に 失 礼 な こ と を 言 っ た り す る の は な ぜ か と い う 謎 解 き の 要 素 が 読 ま せ る 力

に な っ て い る と 思 い ま し た 。 読 者 は 美 海 と と も に そ の 謎 に つ い て 考 え 、 ア

キトを理解し ようと します 。  

Ｔ ： も う 一 つ の 魅 力 は 、 作 品 の 中 で 秋 田 の 民 俗 や 言 葉 が 使 わ れ て い る こ と で

す 。 な ま は げ が 作 品 で 重 要 な 意 味 を 持 つ と 同 時 に 、 美 海 と ア キ ト が 秋 田 弁

で語り合うと き、二 人に心の交流 が生ま れます 。  

Ｙ：なまはげ が神であ り鬼であった り、その 由来が作品内 で語ら れたり、ワル

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701
https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://www.instagram.com/iiclo_official/
https://twitter.com/IICLO_News


イ コ と イ イ コ の 境 界 が あ い ま い で あ っ た り 、 生 と 死 の 世 界 が 描 か れ た り 、

なまはげは作 品全体 のテーマとつ ながっ ています 。  

Ｔ：そ して何より、最 後の情景の美 しさに 惹かれました。美 海と アキトは、小

太郎の祖父で 書道の 先生のお食事 会に参 加します。それは 秋田 料理の店で 、

途 中 で な ま は げ が 現 れ る の で す が 、 そ の 夢 か 幻 の よ う な 場 面 に は 作 者 固 有

の世界が描か れてい ると思いまし た 。  

Ｙ：私もこの 場面大 好きでした。  

他にも、美海と幼馴 染 の小太郎や、アキト の おじいちゃん や、美海 のおば

あちゃん、小太郎 のお じいちゃんな ど、脇役 もいい味を出 してい ます。そし

て大人たちが「こ の子 は悪い子じゃ ないと、信じてくれる」こ とで 、子ども

たちが成長し ていけ るのだと思い ました 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 113 回「若い木霊 」  

 鴾の火と木 霊  

 

丘のあちこち に、まだ 消え残りの雪 が残る 早春。若い木 霊が、明 るい枯草の丘

の間を歩いて いまし た。〈ふん。日の 光が ぷるぷるやっ てやが る。いや、日の

光だけでもな いぞ。風だ。いや 、風だけ でもないな 。（中略 ）おかしいな。お

れの胸までど きどき 云いやがる。 ふん。〉  

 

木霊は、小 さな窪地で 一匹の蟇（ ひきがえる ）に出会い ます。蟇の〈鴾（と き）

の火だ。鴾の 火だ。も う空だって碧 くはな いんだ。／桃 色のペラ ペラの寒天で

で き て い る ん だ 。 い い 天 気 だ 。 ／ ぽ か ぽ か す る な あ 。〉 と い う 言 葉 を 聞 い て 、

若い木霊の息 は〈そ の底で火でも 燃えて いるように熱 くはあ はあ〉します 。  

 

や が て 、 木 霊 は 向 う の 丘 の 上 で 〈 は ね う ら が 桃 色 に ひ ら め 〉 く 鴾 に 出 会 い ま

す。鴾の火を 分けても らうため、鴾 を追って 暗い木立の方 へ向か いますが、そ

こ に 鴾 の 火 は 見 当 た り ま せ ん 。 騙 さ れ た と 知 っ た 木 霊 に 〈 ま っ 青 な 顔 の 大 き

な 木 霊 が 赤 い 瑪 瑙 の よ う な 眼 玉 を き ょ ろ き ょ ろ さ せ て だ ん だ ん こ っ ち へ や っ

て〉きます。木霊は風 のように逃げ 、自分の 木の方へかけ 戻ると ころで物語は

終わります。  

 

他 の 木 々 が ま だ 眠 る な か 、 早 々 に 春 の 息 吹 を 感 じ て 野 に 出 た 若 い 木 霊 は 、 胸

を ど き ど き と 突 き 動 か さ れ 、 熱 い 息 を 吐 き 出 し ま す 。 こ の 激 し い 衝 動 を 象 徴

す る も の と し て 、 繰 り 返 し 登 場 す る の が 得 体 の 知 れ な い 鴾 の 火 で す 。 伊 藤 眞

一郎は、この 鴾の火は〈自然界の春 の訪れを 表徴するもの であり、と同時に、

この若い主人 公の内 に目覚めた官 能の象 徴〉であり 、〈「鴾の火 」を求めて行 っ

た 挙 句 に 出 遭 う 森 と い う の は 、 思 春 期 の 官 能 に 目 覚 め た ば か り の 若 い 木 霊 の

前途に広がる、未 知の 世界、つまり、大人の 世界、の象徴〉だと述 べています。

（「タネリ はたしか に いちにち噛ん でゐた やうだった」 論、 1977 年）  

 

大 人 の 世 界 か ど う か は と も か く 、 鴾 の 火 を 探 し て 別 の 世 界 、 異 界 を 覗 き 見 た

木 霊 は そ こ か ら 逃 げ 帰 り ま す 。 そ の 世 界 に 足 を 踏 み 入 れ る 資 格 も 条 件 も 、 ま

だ木霊には備 わって いなかったこ とにな ります。子ど もと大人 、冬と春、死 と

生 な ど 、 さ ま ざ ま な 境 界 が 考 え ら れ ま す が 、 物 語 に と っ て 重 要 な の は 鴾 の 火

そ の も の で は な く 、 鴾 の 火 を 内 に 抱 え た 木 霊 の 激 し い 煩 悶 に こ そ あ る の か も

しれません。  

 



なお、本作は改稿さ れ て「タネリはたしか に いちにち噛ん でいた やうだった」

となり、そこで主 人公 は木の精から 子ども へと大きく変 わるこ とになります 。

（ペ吉）  

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『ポ ラーノ の広場』によ りまし た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６７  

*****************************************************************  

 

シ モ ー ン は ず っ と 、 ホ ー ム の 人 た ち が 、 あ た し た ち が い く の を ど ん な に 楽

しみにしてる かを話 してた。  

 あたしは、バッ カみ たい、っていって やっ た。あの人たちが、あ たしたちの

歌 を き く よ り す き な テ レ ビ を み た い と 思 っ て た っ て 、 シ モ ー ン に は わ か ん な

いじゃない 。それにど っちみち、あたしたち が『サウン ド・オブ・ミュージッ

ク』のしめっ ぽい歌 をうたうのを きいた ら、みんな、 ゲロは いちゃうよ。  

 

（『ペニー の日記読 ん じゃだめ』  ロビン・クライン /作  アン・ジェイムズ /

絵  安藤紀子 /訳  偕 成社  1997 年 1 月  p.21-22）  

 

ペニーは 10 歳。飼っ てはいないけ れど馬 が大好きで 、ママにピ ンクのワンピ

ー ス を 着 せ ら れ て も 、 ジ ー ン ズ と ト レ ー ナ ー を こ っ そ り か ば ん に 入 れ て 学 校

で 着 替 え る よ う な 子 ど も で す 。 学 校 で ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 と し て 老 人 ホ ー ム へ

行って歌を歌 ったり、リコーダーを 吹いた りすると聞い て、ママ に「年よりな

んか気持ちわ るいか ら、あんなと こ、い きたくない 。」と言 い ます。  

 

老 人 ホ ー ム へ 行 く 月 曜 日 に は 引 用 の よ う に 、 優 等 生 タ イ プ の シ モ ー ン が は り

き っ て い る の と 対 称 的 に 、 ペ ニ ー は 自 分 に と っ て も 老 人 た ち に と っ て も 意 義

が な い と 思 い ま す 。 そ こ で 、 み ん な と 舞 台 に あ が っ て リ コ ー ダ ー を 吹 き 始 め

たとき、こっ そり、カ ーテンのかげ にひっ こみ、舞台か ら降りて お皿にのって

いたチョコレ ートケ ーキをもって 、庭へ 逃げました。  

 

すると、そ こには 、「 やかましい音 をたて ている子ども たち」から逃れて庭 に

き て い る ベ タ ニ ー さ ん と い う お ば あ さ ん が い ま し た 。 二 人 は 意 気 投 合 し て 仲

良 く な り 、 ベ タ ニ ー さ ん が 以 前 住 ん で い た 場 所 を 訪 ね た り 、 ペ ニ ー の 家 に 招

いて 81 歳の誕生日 パ ーティーをし たりし ます。  

 

そ の 様 子 が ペ ニ ー の 日 記 と し て い き い き と 描 か れ て い て い ま す 。 反 骨 精 神 い

っ ぱ い の ペ ニ ー と ベ タ ニ ー さ ん の 会 話 は ユ ー モ ラ ス で 、 ペ ニ ー が ベ タ ニ ー さ

んの孤独に気 づく場 面はそれだけ に心に 残ります。原書は 1983 年の作品です 。

機会があって 読み直 しましたが、 今読ん でも楽しい作 品でし た。（Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

伊丹市昆虫館 で２月 24 日まで開催されてい る企画展「盛口満 原画 展  ゲッチ

ョ先生の宝箱 」に行っ てきました。ゲッチョ 先生こと、日 本の博物 学者で沖縄

大 学 教 授 か つ 、 フ リ ー ラ イ タ ー で 、 イ ラ ス ト レ ー タ ー で も あ る 盛 口 満 の 絵 本

原画 150 点以上、約 100 タイトルの著 書、 原画に関連す る動植 物の標本や写

真、生きた昆虫 などが 、「ゲッチ ョってこん な人」、「ゲッチ ョの原 画『昆虫』」、

「ゲッチョの 原画『動物』」、「ゲッ チョの 原画『キノコ』『粘 菌 』」、「教えてゲ



ッチョ『自 然の描き 方』」、「 虫を描い てみ よう！」、「 ゲッチョ も描いた生き も

の『生態展示 』」「ゲッ チョの本大集 合！」の ９つのコーナ ーに分 けて展示され

ていました。  

 

原画には、著 書に出て くることばが 添えら れていますが 、それと 同時に、描か

れている虫が 生きた まま展示され ていた り、標本が並べら れた りしています 。

ゲ ッ チ ョ 先 生 の 細 密 な 絵 と 、 本 物 の 標 本 を 見 比 べ る こ と が で き て 興 味 深 く 、

さすが昆虫館 だと思 いました。  

 

絵は、細い線 で緻密に 描かれていて 、水彩で 薄い色がつけ られて います。その

絵 の せ い で 、 ふ だ ん か わ い い と 思 え な い 、 ゴ キ ブ リ や 青 虫 な ど も 気 持 ち 悪 い

と い う よ り き れ い と 感 じ ま し た 。 こ れ は 、 ゲ ッ チ ョ 先 生 の す べ て の 生 き 物 に

対する愛と畏 敬の念 が表現されて いるか らだと思いま した。  

 

ゲッチョ先生 には『 くらべた・しらべた 野山のいろい ろうん こ図鑑』（岩崎書

店  2023 年 12 月）と いう著書もあ り、タ ヌ キの糞が観察 された 絵もありまし

た 。 い ろ い ろ な 種 子 の 混 ざ っ た 糞 が 描 か れ て い て 、 こ ち ら も き れ い だ な と 思

いました。こ の部分に は、タヌキの はく製が 展示されてい ると同 時に、博物館

が あ る 昆 陽 池 公 園 に カ メ ラ を 設 置 し て 、 タ ヌ キ が 脱 糞 す る と こ ろ を 撮 影 し 、

上 映 し て い ま し た 。 そ の 姿 勢 か ら は 、 タ ヌ キ も 人 間 も 同 じ だ な と 感 じ さ せ ら

れました。  

 

そうやって次 々とゲ ッチョ先生の 絵を見 た出口付近の コーナ ーは、「虫を 描い

てみよう！」で、標本 が置いてあり 、それを 見ながら絵を 描くこ とができるよ

う に な っ て い ま し た 。 た く さ ん の 子 ど も た ち が 夢 中 で 絵 を 描 い て お り 、 私 も

描いてみたく なりま した。  

 

常設展示や約 1000 匹のチョウがい る「チ ョウ温室」を見て回 り、昆陽池 公園

を 散 歩 し て 帰 り ま し た 。 ぱ っ と 見 た ら わ か ら な く て も 、 こ の 公 園 に は ゲ ッ チ

ョ 先 生 の 絵 に で て き た 生 き 物 が い る ん だ ろ う な と 命 を 感 じ な が ら 歩 き ま し た 。

（Ｋ）  

 

伊丹市昆虫館  https://www.itakon.com/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ ７回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その２  「散 文性の かく得」（ 中の前半 ) 

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おしい れのぼうけん』が 刊行 された、つぎの年。私 は 19 歳でし

た。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

https://www.itakon.com/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●子どもと本 の集い 2024 児童文学作家  富安陽子講演 会  

「物語が生ま れると き  －富安陽 子のも のがたり世界 －」  

日時：３月２ 日（日 ）  14： 00～ 16： 00 ※無料、要 申し込 み  

場所：吹田市 立中央 図書館  集会室  

主催：吹田子 どもの 本連絡会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ワル イコいねが 』を

プレゼントし ます。ご希望の方は 、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名前  

(2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メール アドレス、よ ろしけれ ば  (5)この

メルマガのご 感想を お書きのうえ  ご応募 ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は２月 11 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

地元の出初式 を見に 行きました。 消防団 員に加え、幼 年防火 クラブの子ど も

たちもそろい の法被 で 溌剌と行進 ・整列 しており、い ざとい う時の地域の ネ

ットワークの 大切が 伝わってきま す。希 薄になりがち な近所 付き合いの昨 今

だからこそ、 大事に したいと改め て感じ ました。本年 もどう ぞよろしくお 願

いいたします 。（Ｔ Ａ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

